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１０月を迎えました。秋の日はつるべ落としと

申しますが春から夏にかけては、日が沈んでから

暗くなるまでが長いけれど秋は日が落ちるとす

ぐ真っ暗になってしまいます。 
今月は職業奉仕月間です。当クラブでも来る１

２日の例会日には増田職業奉仕委員長の計らい

でツムラの静岡工場の職場訪問が計画されてお

ります。ロータリーの活動は職業奉仕から始まる

といわれておりますが、今月は私達ロータリアン

にとってとても大切な月間だと思います。 
さていろいろな団体企業等から月刊誌や業界誌

が発行されておりますが、「藤枝商工会議所ニュ

ース」に１０回シリーズで市立総合病院の中澤医

師が健康百話を書いております。 
第６回目の今月号にはストレスについてが載っ

ておりました。現代はいたるところストレスだら

けで内科の患者さんの５～６割はストレスが関

与しており、それを取り除いてやるとほとんどが

よくなってしまうと云っており、彼はそのストレ

スの発散方法を次のように書いておられます。 
１．自分を誉めてあげる 
２．いいかげんに生きる 
３．目標は短期と長期に分ける 
４．歴史小説を読む 
５．話上手になる 
６．毎日散歩する 
７．ときめきを大切にする 
その他もっと大切なことは笑いだといっておら

れます。笑いは横隔膜を動かし免疫力を高める

とも言われています。よい仕事をするにはスト

レスを貯めない事です。今日は健康管理につい

て話をしました。 

■ 理 事 会 報 告     松葉 隆夫君 
• １０月、１１月のプログラムについて承認され

ました。 
• 米国カトリーナ ハリケーン災害義援金につい

て  １人当 １,０００円 寄付のお願い 
• その他（地区大会について） 
ＪＲ利用 藤枝駅発８：４０  
（青少年交換学生カウエ君 地区研修旅行 
について）１０／３１～１１／３ 

■ 幹 事 報 告        松葉 隆夫君 
• ２００４～０５年度 地区財務監査報告が届い

ています。 
• 榛南ロータリークラブ週報が届いています。 
• ザ・ロータリアン誌英語版が届いています。 
• クラブ支援ロータリー米山奨学金制度のご案内、

現役奨学生の期間延長プログラムがロータリー

米山記念奨学会より届いています。 

■ 出 席 報 告           後藤 功君 
本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

27／41 65.85％ 24／41 58.54％ 

(１) 欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
〇飯塚君 〇前島君 〇宮川君 〇宮崎君 
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〇酒向君 〇成瀬君 浅川君 板倉君 杉浦君 
鈴木晶君 鈴木舜君 仲田晃君 水野君  
望月志君  

■ ス マ イ ル ＢＯＸ        後藤 功君 
• 誕生日お祝いありがとうございました。 

松葉 義之君 

• 誕生祝いありがとうございます。  栗原 毅君 
• 誕生日お祝いありがとうございました。今日、 
５７才になりました。日々感謝の気持ちを忘ない

でこれからも歩んでまいりたいと思います。 

仲田 廣志君 

• 会員誕生祝ありがとうございます。 
渡辺 篤司君 

• ４０代最後の誕生日になりました。良い５０代

になるための準備の１年にしたいと思います。

ありがとうございました。 
結婚２３年目になりました。長女は今年２０才

ですのでフライングはありません。ありがとう

ございました。                  望月 俊昭君 
• １０月２１日は結婚記念日です。たぶん４９回

目と思います。                櫻井 龍太君 
• 結婚４０数年、式場は知床の斜里という町で森

繁が知床旅情を最初に歌ったといわれる料理屋 
“角瓶の減りゆく酒に秋の風”      望月 晃君 
• Ｓ２４．１０．１ 極ささやかな結婚でした。

旅行は熱海一泊でした。           村松 徳君 

スマイル累計額  ４０５，０００円 

■ 会 員 卓 話                      
 
『男は静かにウイス

キーを飲む』   
 望月 晃君 

 
 
●有名人が次の様に讃歌している。 
赤瀬川 原平・・・男の酒      
安部  譲二・・・決して逃げない、いつまでも

そばに居ていれる 
千  宗室・・・一日のつかれをとってくれる 
徳光  和夫・・・一人で味わう静かなる酒 

二人で語らう動なる酒 

三人で笑い合う快なる酒 
大森  一樹・・・静かに燃焼するガソリン 
森田  芳光・・・忘れる酒 
●ウイスキーができるまで 

●樽の不思議 
無色透明の若いウイスキーはホワイトオークの

樽に入れられ永い眠りに入る（７年以上）そして

琥珀のウイスキーと変化する。そして香味も複雑

になり熟成する。 
●世界５大ウイスキーとその特徴 
ユーラシア大陸、西端

の島国に生まれたウ

イスキーは、それを育

んだヨーロッパ文明

と共に大西洋を越え

て新大陸の北アメリ

カに移植され、２０世紀になると太平洋を越えて

ユーラシア大陸の東端の島国、日本に根を下ろし

た。現在世界の５大ウイスキーの生産国は次の通

りです。最近、日本は世界一に２年連続ニッカウ

ィスキーが輝き、樽の数はサントリーが２５０万

樽を保持して世界一。 
① スコットランド 
原料は麦、トウモロコシ。麦芽乾燥の際にビー

ト（草炭）を焚くため麦芽に煙の匂いがつき特

有のスモーキーフレーバーをつける。 
② アイリッシュ 
ビートを使用しない、まろやかな風味とトロリ

とした舌触りをもつ 
③ アメリカン 
バーボン、テネシーの名前があり、トウモロコ

シ、麦芽、ホワイトオークの新樽で熟成。特有

の味と華やかな香りが特徴。 
④ カナデアン 
アメリカのバーボンに味も香りも似ている。 
⑤ ジャパニーズ 
スモーキーフレーバーなスコッチに比べて控え
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め穏やかな香味でバランスがよくまろやかなコ

クに独自性がある。今は世界一とされている。 
●スコッチウイスキー 
スコットランドの蒸留所で水と発芽大麦及び穀

類を使って麦芽の酵素で糖化し酵母で発酵させ

アルコール分９４．８度以下で蒸留し７００Ｌ以

下の樽で最低３年間貯蔵したもの。 
●日本のウイスキーの歴史 
日本のウイスキーは一人の男の青雲の志に端を

発す。鳥井信次郎は舶来品しかない洋酒を日本人

の手で創ろうと明治２０年、サントリーの前の寿

屋を創業、ポートワインを成功させ大正１２年京

都郊外の山崎にてモルトウイスキーに成功、白札

サントリーとして発売。続いて角ビンウイスキー

を発売した。 
●ウイスキーの飲み方 
シングルグラスのどで呑む。ストレート、水割り

は本来ではない。オンザロックがよい。 
●ウイスキーに合う食べ物 
生ハム、チーズ 
● ウイスキーを多く売っているところ 
ＫＯマート、焼津 
●南信州駒ケ岳近く アルスウイスキー「富士」

がうまい リバスニーグラス、ジョニグロ、アカ、

ホワイトホース 
 
 
 
 

 
（担当／岩﨑） 


